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話すこと・聞くこと
第1学年 状況に応͡て話を構成͠て話͠、自分の考えとの共通点・相違点を整

理͠て聞くこと

・自分ͷ意見を明確ʹ͠ɺ体験・資料ͳͲͷ事実ʹ基ͮいͯ意見を発表͢Δこͱ͕Ͱ͖ΔΑうʹͳ
Δɻ

・相手͕発表͢Δ際ɺ必要ʹ応ͯ͡ϝϞを取Γͳ͕Βɺ相手ͷ伝えたいこͱʹ注意ͯ͠聞くこͱ͕
Ͱ͖ΔΑうʹͳΔɻ

話͢側に情報量の過不足͕あΓɺ聞く側にも情報をくΈ取Δ姿勢に不
足͕あΔɻ

話題や方向性を捉えて話し合おう
ʰ話題や方向性を捉えͯ話͠合͓うʱ光村図書
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情報量͕多くɺ聞
͖や͢い発言Ͱ
ͳいɻ聞く側ϝϞを

取ͬͯいͳいɻ

目標ɹ集Ίた情報を整理͠ɺ自分ͷ発信͠た情報͕説得力をͭΑうʹ話͢ɻ
ɹɹɹϝϞを取ΔこͱͰ相手ͷ伝えたいこͱͷ要点を逃さͣʹ聞くɻ
内容ɹ・自分ͷ意見ʹ合ͬた資料を集ΊΔɻ
ɹɹɹ・伝えたい内容を整理͢Δɻ
ɹɹɹ・模擬σィベーτを行いɺ話͠方・聞͖方を確認͢Δɻ

閣

閣

閣

話す側に情報量の過不足があΓɺ聞く側にも情報をくみ取Δ
姿勢に不足があΔɻ

・自分ͷ意見を具体的ʹ͠ɺ話͠合い等Ͱ自分ͷ意見を整理ͯ͠伝えΔこͱ͕Ͱ͖ͳいɻ
・相手ͷ意見を踏まえͯ自分ͷ考えをͭこͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

相手や場ʹ応ͯ͡自分ͷ考えを工夫ͯ͠話͠ɺ相手ͷ表現͔Β
自分ͷ考えをΑΓΑいͷʹ͢ΔΑうʹ聞くこͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

つ·͖ͣの実態

話題や方向性を捉えて話し合おう

登場人物ͷ立場を理解͠ɺ心情を話͠
合͓う

言葉ͷ響͖やリズϜを味わいͳ͕Β朗
読͠Αう

学習内容ʢ単元名ʣ

第1学年

第2学年

第3学年
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ワーΫシーτを用いͯ集めた情報をまͱめɺ意見や根拠ͱしͯ発言の内容を整理させΔɻ
活動ͷͶらい▶・伝えͨいこͱʹ基ͮいͨ情報ʹͳͬͯいΔ͔Ͳう͔を検討すΔこͱ͕Ͱ͖Δɻ

・テーマʹͭいͯ意見を一致Ͱ͖ΔΑうʹɺ立論文の骨子を班員全員Ͱ考えΔɻ
・立論したものを軸ʹしͯ意見や予想さΕΔ反論を考えΔɻ
・相手の発言を想定しɺ考えΒΕΔパターンをすべͯ書͘ɻ

ʢ期待さΕΔ生徒の姿ʣ
生活体験や資料͔Β考えͨ自分の
意見を書͖ɺ班内Ͱ意見交換をす
ΔこͱͰɺ資料のͱΒえ方や自分
の意見を深ΊΔこͱ͕Ͱ͖Δɻ

ワーΫシート

σィベーτ本番ʹ向けͯɺάループͰ練習しɺ情報の提示のしかたͳͲɺ相手を説得させΔため
の発言ʹͳっͯいΔかͲうかを検討すΔ活動を取Γ入ΕΔɻ

ʢ期待さΕΔ生徒の姿ʣ
・反対の立場͔Βの意見考えΔこͱ
ͰɺͲのΑうͳ意見を提示すΕば相手
を納得させΒΕΔ͔ͱいう見通しを
ͭこͱ͕Ͱ͖Δɻ
・検討を通しͯɺ自分の発言を客観的ʹ
振Γ返Γɺσィベーτʹ反映させΔこ
ͱ͕Ͱ͖ɺ深い学びʹͭͳ͕Δɻ

άループでの練習

※個々の情報ͩけͰͳくɺʮ骨
子ʯʮ情報ʯʮ反論ʯʮ意見ʯ
͕ͭͳ͕ͬͯいΔ͔Ͳう͔ʹ
ͭいͯ検討すΔɻ

先ʹ結論を述べͯɺ順序を表す接続語を使ͬ
ͯいΔ͔Βɺ伝えͨいこͱ͕わ͔Γやすいɻ

逆の立場ʹͳͬͯ聞
くͱɺその情報ͩͱ
納得しͳいͱ思うɻ

活動ͷͶらい▶・相手を説得すΔͨΊの話の構成や内容ʹͭいͯ理解を深ΊΔこͱ͕Ͱ͖Δɻ

・逆の立場ʹ立ͬͯ聞͖ɺ説得させΒΕΔ内容ʹͳͬͯいΔ͔Ͳう͔を検討させΔɻ
・グループͰ検討すΔ前ʹɺ既習事項を想起させɺʮ構成ʯʮ情報量ʯʮ話し方ʯ等ɺ検討すΔ視点を確認
すΔɻ

※情報量͕多す͗Δͱ主張͕伝わΓʹ͘͘ͳΔこͱを確認すΔɻ
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